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コンビナトリアル技術を利用した
水の酸化反応のための複合助触媒の開発

光電極

光電極を用いた水分解反応
～太陽の光エネルギーを水素エネルギーへ変換～
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光触媒が吸収する限界波長 / nm

 幅広い波長領域のフォトンを吸収できる材料

 光生成キャリアの水分解反応への高い利用効率
高速スクリーニング手法を利用した複合効果の評価

結論

・高速スクリーニング手法を利用し、様々な元素をCoと複合化させる効果を評価した結果、CoとCrを混合した場合に電流値が向上した。
・Cr-Co複合効果は、高性能なBiVO4/WO3およびTa3N5に対しても同様に得られ、光電流値が向上した。
・コンビナトリアル技術が、酸化物・窒化物に有効な助触媒の探索手法として有用であることを明らかにした
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